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要介護者の情報を迅速に 避難所に移動無線配備へ

秋田市防災安全対策課長

工藤伸二さん

秋田市は３月、災害対策の基本

理念を定めた市災害対策基本条例

を秋田県内の自治体で初めて制定

しました。７月１日に施行します。

この条例では、いざという時、

市が把握している介護が必要な高

齢者や障害者のうち、手助けが欠

かせない人たちの個人情報につい

て、本人や家族の同

意がなくても民生委

員や町内会に伝えら

れます。

東日本大震災の時

には秋田市でも停電

が起きました。その経験から、市

が避難所に指定している 施設に

自家発電機や石油ストーブなどを

備えました。新たに、津波避難所

カ所と津波避難ビル カ所も指

定しました。

本年度は、標高を示す表示板を

児童館や小中学校など約120カ所

に設置する予定です。

白石市生活環境課防災担当課長補

佐 熊谷弘一さん

東日本大震災の教訓を踏まえ、

災害時に市職員が指示なしで素早

く初動に入れるように行動マニュ

アルを作りました。携帯メールで

地震情報を提供し、安否確認でき

る仕組みを整えたほか、避難所開

設や被害確認など各自の役割を決

めました。

震災時には住民へ

の情報伝達が紙と広

報車しかなかったた

め、 月末までに全

カ所の指定避難所

に移動無線「

無線」とプロパンガス発電機を配

備します。市役所と避難所が双方

向で情報をやりとりし、迅速に対

応できるようになります。

災害時には地域住民がいかに協

力し、力を合わせられるかが大事。

住民と行政が一緒になって、地域

特性に応じた対策を考えていきた

いと思います。

む
す
び
塾

＠多賀城市宮内の 東北電機製造

震
災

強

企
業
像
探
る

避
難
の
方
法
や
災
害
に
強
い
職
場
づ
く
り
に
つ
い
て
活
発
に
議
論
を
交
わ
す
社
員
‖
多
賀
城
市
の
東
北
電
機
製
造

工場内では、津波に襲われた時の浸水高や工場内

の様子を再確認した
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■

参
加
し
て

近隣 との連携課題

避難先と経路 再確認

率先避難地域の模範に ■

専
門
家
か
ら

教訓と備え社 で整理

配電機器事業部・北村洋平

さん 同僚のほか専門家

の話も聞くことができて、会

社としての備えについて考え

させられた。今回の震災では、

近隣の会社との連携がなかった。次への備え

や避難では、地域や他の会社との連携も課題

になる。災害に強い将来の会社の在り方につ

いて、若いわれわれが議論し、課題を乗り越

えていかなくてはならないと思った。

総務部・布田佳子さん

震災当日は社内放送を担当

し、全従業員に駐車場に集ま

るよう繰り返し呼び掛けた。

職場からは砂押川を、自宅（仙

台市宮城野区高砂）からは七北田川を渡らな

ければ指定避難所に行くことができない。橋

の崩落や津波による堤防の決壊も懸念され

る。次の災害への備えとして、安全な避難先

と経路を確認しておきたい。

配電機器事業部・庵原忠さ

ん ‖労組委員長‖ 震災

から１年余りが過ぎ、仕事も

軌道に乗ってきたので、震災

の教訓と今後の備えを整理す

る時期を迎えたと思う。社員が震災や防災に

ついていろんな考えを持っていることが分か

った。労組として社員の各家庭での家具の転

倒防止などの備えを呼び掛けるほか、地域の

他の企業の労組とも連携を深めたい。

安倍祥・東北大災害科学国

際研究所助手（津波工学）の

話 東日本大震災で、東北電

機製造の社員は粛々と避難で

きた。新入社員にも震災時の

経験を語り継ぎ、共有すべきだ。

次に同様の事態が起きた場合、他社の人や

住民から「助けてほしい」「どこに逃げれば

いいのか」と尋ねられるかもしれない。避難

行動は一つの会社だけでなく地域全体で考え

る問題だ。避難行動は早く始めることが大事。

動き出しが早いと、混雑する前に避難できる。

迷うことが怖い。地域の模範になるような「率

先避難会社」になってほしい。

◇

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
す

た
め
、
河
北
新
報
社
は
地
域
住
民
ら

と
一
緒
に
地
震
・
津
波
に
備
え
る
巡

回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
む
す
び
塾
」

を
開
い
て
い
ま
す
。
名
称
に
は
、
地

域
と
人
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
強

め
、
防
災
・
減
災
に
結
び
付
け
て
い

き
た
い
と
の
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

第
３
回
「
む
す
び
塾
」
は

日
、

宮
城
県
村
田
町
の
足
立
西
行
政
区
で

行
い
ま
す
。

第
２
回
「
む
す
び
塾
」
は
５
月

日
、減
災
・
復
興
支
援
機
構
（
東
京
）

の
木
村
拓
郎
理
事
長
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
に
、
多
賀
城
市
宮
内
で
電
柱

の
変
圧
器
な
ど
を
製
造
し
て
い
る
東

北
電
機
製
造
で
開
い
た
。
参
加
し
た

人
の
社
員
か
ら
は
、
港
湾
工
業
地

帯
に
立
地
す
る
企
業
の
防
災
の
難
し

さ
に
つ
い
て
関
心
が
集
ま
っ
た
。
災

害
に
強
い
事
業
環
境
づ
く
り
も
テ
ー

マ
に
な
っ
た
。

◇

議
論
で
は
震
災
当
時
、
津
波
が
仙

台
港
に
約

分
後
到
達
す
る
と
い
う

ラ
ジ
オ
の
情
報
を
得
て
、
約
３
０
０

人
が

分
ほ
ど
歩
い
て
市
文
化
セ
ン

タ
ー
に
避
難
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。

「
次
に
来
る
津
波
が
地
震
か
ら

、

分
後
と
早
か
っ
た
ら
ど
う
す
る

か
」
と
の
問
い
に
、
総
務
部
主
任
の

垣
上
睦
享
さ
ん

は
「
別
館
３
階

が
避
難
場
所
。
高
さ
も
十
分
な
の
で

大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
答
え

た
。た

だ
、
港
湾
周
辺
は
低
地
で
数
日

間
水
が
引
か
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

「
気
仙
沼
湾
で
は
タ
ン
ク
か
ら
漏
れ

た
油
が
引
火
し
て
湾
周
辺
が
火
の
海

に
な
り
、
火
に
の
ま
れ
る
恐
れ
も
あ

っ
た
」
と
い
う
実
例
が
紹
介
さ
れ
る

と
、
参
加
者
は
息
を
の
ん
だ
。

木
村
理
事
長
は
「
海
上
火
災
は
消

火
で
き
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク

を
念
頭
に
避
難
先
を
考
え
て
ほ
し

い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

社
内
の
備
え
に
つ
い
て
も
話
し
合

っ
た
。
同
社
は
震
災
後
に
社
内

カ

所
に
ラ
ジ
オ
を
設
置
し
、
防
災
袋
や

ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
用
意
し
た
が
、
「
保

管
場
所
を
知
ら
な
い
人
も
多
い
」
と

い
っ
た
指
摘
も
あ
っ
た
。

議
論
の
焦
点
に
な
っ
た
の
が
、
今

後
起
こ
り
う
る
災
害
で
ど
こ
ま
で
事

業
へ
の
影
響
を
抑
え
ら
れ
る
か
だ
っ

た
。
同
社
は
津
波
に
よ
っ
て
事
務
棟

や
工
場
が
高
さ
２
・
８
㍍
ま
で
冠
水

し
、
生
産
設
備
が
全
て
使
用
不
能
に

な
っ
た
。

震
災
後
は
事
務
部
門
を
１
階
か
ら

２
階
に
移
し
、
津
波
に
よ
る
書
類
の

流
出
防
止
を
図
っ
て
い
る
。

必
要
最
小
限
の
製
品
量
を
確
保
す

る
た
め
の
保
管
場
所
も
課
題
と
し
て

上
っ
た
。
震
災
で
は
製
品
の
約
半
分

が
被
災
し
出
荷
で
き
な
か
っ
た
。
分

散
保
管
が
有
効
だ
が
、
社
員
か
ら
は

「
保
管
場
所
の
確
保
に
手
間
や
コ
ス

ト
が
か
か
る
。
関
連
企
業
と
一
緒
に

対
策
を
考
え
て
い
い
の
で
は
な
い

か
」
と
提
案
が
あ
っ
た
。

津
波
や
洪
水
か
ら
施
設
、
設
備
を

守
る
手
だ
て
と
し
て
、
「
津
波
に
強

い
樹
木
を
生
け
垣
と
し
て
車
や
が
れ

き
の
流
入
を
防
ぐ
」
な
ど
の
案
が
示

さ
れ
た
。
木
村
理
事
長
は
「
企
業
が

い
ち
早
く
再
開
す
る
こ
と
は
、
地
域

の
早
期
復
興
に
最
も
重
要
な
こ
と
。

『
多
重
防
御
』
を
施
す
こ
と
で
事
業

の
継
続
性
を
高
め
て
ほ
し
い
」
と
強

調
し
た
。
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末
末
末
末
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■

参
加

主
な
発
言

事

容
の
変
革
も

椎
井
一
意
社
長
の
話

地
元
企
業

と
災
害
時
の
対
応

を
協
議
し
て
い
た

が
、
津
波
は
想
定

外
だ
っ
た
。
震
災

時
は
自
分
の
判
断
で
、
社
員
全
員
を

制
服
の
ま
ま
多
賀
城
市
文
化
セ
ン
タ

ー
に
避
難
さ
せ
た
。
周
囲
か
ら
大
げ

さ
に
も
見
ら
れ
た
が
、
全
員
無
事
で

何
よ
り
だ
っ
た
。

会
社
は
津
波
で
大
打
撃
を
受
け
た

も
の
の
、
社
員
の
お
か
げ
で
短
期
間

に
事
業
再
開
で
き
た
。震
災
を
機
に
、

時
代
に
応
じ
た
事
業
内
容
に
切
り
替

え
た
い
。

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

参
加
者
に
は
今
後
の
地
震
対
策
に

つ
い
て
、
事
前
に
メ
モ
を
書
い
て
も

ら
い
、
会
場
で
大
き
な
紙
に
貼
り
出

し
て
議
論
の
き
っ
か
け
と
し
た
。
主

な
項
目
ご
と
の
発
言
と
メ
モ
を
紹
介

す
る
。

【
次
に
地
震
が
あ
っ
た
時
に
心
配

な
こ
と
は
】

「
社
員
の
車
が
全
て
だ
め
に
な
っ

た
。
次
は
車
で
逃
げ
た
い
と
い
う
人

も
い
る
の
で
は
な
い
か
」

‖
庵
原
忠
さ
ん

「
天
井
か
ら
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
落

下
に
備
え
た
防
御
ネ
ッ
ト
か
ら
外
れ

た
場
所
も
あ
り
、
作
業
者
が
け
が
を

す
る
恐
れ
も
あ
る
」

‖
渋
谷
茂
さ
ん

「
娘
が
川
沿
い
の
学
校
に
通
っ
て

い
る
。
避
難
場
所
へ
行
く
途
中
に
も

川
が
あ
り
、
津
波
に
遭
っ
た
り
、
橋

が
崩
落
し
た
り
し
な
い
か
不
安
」

‖
布
田
佳
子
さ
ん

【
地
震
の
揺
れ
や
津
波
に
対
し
て
、

事
前
対
策
で
欠
か
せ
な
い
こ
と
は
】

「
避
難
場
所
ま
で
誘
導
す
る
率
先

者
を
決
め
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
は

な
い
か
」

‖
千
葉
正
幸
さ
ん

「
津
波
の
到
達
予
測
時
間
ご
と
に

い
く
つ
か
避
難
場
所
を
設
け
、
避
難

に
何
分
か
か
る
の
か
試
し
て
お
く
」

‖
平
塚
亮
太
さ
ん

【
事
業
継
続
の
た
め
の
今
後
の
対

策
は
】

「
変
圧
器
は
災
害
復
旧
用
の
資
材

で
も
あ
る
の
で
保
管
場
所
の
分
散
を

図
り
、顧
客
の
信
頼
度
を
高
め
た
い
」

‖
垣
上
睦
享
さ
ん

「
も
し
津
波
が
来
て
も
、
が
れ
き

を
片
付
け
れ
ば
す
ぐ
に
生
産
再
開
で

き
る
よ
う
な
対
策
を
整
え
た
い
」

‖
中
島
辰
也
さ
ん

【
震
災
時
に
社
員
と
し
て
困
っ
た

こ
と
や
、
家
庭
で
の
対
策
と
し
て
普

段
か
ら
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
】

「
携
帯
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
か

っ
た
。
帰
宅
後
は
会
社
と
も
連
絡
で

き
ず
、
動
き
づ
ら
か
っ
た
」

‖
北
村
洋
平
さ
ん

「
非
常
用
の
持
ち
出
し
品
と
し
て
、

衣
類
や
水
、
携
帯
の
充
電
機
を
準
備

す
る
」

‖
鈴
木
敏
明
さ
ん

「
自
宅
以
外
で
帰
宅
困
難
に
な
っ

た
時
の
集
合
場
所
を
家
族
と
話
し
合

い
、
事
前
に
決
め
て
お
く
」

‖
斎
藤
勉
さ
ん

「
自
宅
の
家
具
な
ど
を
転
倒
防
止

の
た
め
固
定
す
る
」

‖
赤
間
義
徳
さ
ん
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末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

多賀城市と東北電機製造の被

害 市によると東日本大震災の

津波高は仙台港で最大７㍍で、

浸水面積は海寄りの市南東部を

中心に、市全体の３分の１に当

たる662㌶に及んだ。市内で188

人 ４月 日現在 が犠牲になっ

たほか 住宅は5476戸が全半壊

した。

東北電機製造から、仙台港ま

では１㌔足らず。約300人の社

員は大津波警報が出た後、椎井

社長の指示で避難を開始。 分

近くかけて 歩いて高台にある

市文化センターに移動し 人的

被害は免れた 社屋は高さが28

㍍の津波に襲われ、工場や事務

棟などに被害が出たほか、社員

の自家用車も流された。社員総

出でがれきの撤去や清掃を行

い、１カ月半後に生産と出荷を

再開させた。

減
災
・
復
興
支
援
機
構
理
事
長

木
村

拓
郎
氏

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

津波対策の多様化浮き彫り
短
時
間
で
の
津
波
襲
来
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
を
想

定
し
た
訓
練
を
行
う
必
要
性
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
た

想
定

外

と
い
う
事
態
が
発
生
し
な

い
よ
う

季
節
や
時
間
帯
な
ど

条
件
を
変
え
て
実
施
す
る
こ
と

で
応
用
が
利
く
よ
う
に
な
る

３
階

屋
上
の
あ
る
別
館
へ
の

避
難
訓
練
も
し
て
み
て
は
ど
う

か
。同

一
の
災
害
は
ほ
と
ん
ど
起

き
な
い
。
違
う
形
で
津
波
に
襲

わ
れ
て
も
大
丈
夫
な
よ
う
に
、

会
社
敷
地
内
の
道
路
を
高
く
し

た
り
、
止
水
板
で
工
場
を
二
重

扉
に
し
た
り
、
防
御
策
を
講
じ

る
べ
き
だ
。
事
務
棟
２
階
か
ら
、

別
館
に
つ
な
が
る
渡
り
廊
下
を

作
る
の
も
有
効
だ
ろ
う
。

家
庭
で
の
防
災
対
策
も
奨
励

し
て
ほ
し
い
。
社
員
個
人
の
命

を
守
る
こ
と
が
、
復
旧
や
業
務

再
開
を
早
め
、
会
社
を
守
る
こ

と
に
つ
な
が
る
。
社
内
で
防
災

対
策
を
検
討
す
る
常
設
の
組
織

も
つ
く
り
、
定
期
的
に
会
合
を

開
く
こ
と
も
お
勧
め
す
る
。

平成２４年( 年)６月１２日(火曜日) (２２)平成２４年( 年)６月１２日(火曜日) (２２)
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